
【表紙】
 
【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2020年８月７日

【四半期会計期間】 第74期第２四半期（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

【会社名】 株式会社タムロン

【英訳名】 Tamron Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　鯵坂 司郎

【本店の所在の場所】 埼玉県さいたま市見沼区蓮沼1385番地

【電話番号】 (０４８)６８４－９１１１（代表)

【事務連絡者氏名】 執行役員管理本部長　　加藤　昌和

【最寄りの連絡場所】 埼玉県さいたま市見沼区蓮沼1385番地

【電話番号】 (０４８)６８４－９１１１（代表)

【事務連絡者氏名】 執行役員管理本部長　　加藤　昌和

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
 

EDINET提出書類

株式会社タムロン(E02308)

四半期報告書

 1/22



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第２四半期連結
累計期間

第74期
第２四半期連結

累計期間
第73期

会計期間
自2019年１月１日
至2019年６月30日

自2020年１月１日
至2020年６月30日

自2019年１月１日
至2019年12月31日

売上高 （百万円） 29,016 20,896 63,285

経常利益 （百万円） 2,549 1,164 7,403

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,931 843 5,330

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,419 118 5,242

純資産額 （百万円） 51,363 44,691 54,539

総資産額 （百万円） 64,678 56,090 69,297

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
（円） 75.04 36.26 207.13

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 79.4 79.7 78.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 5,030 3,206 10,925

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,223 △11,096 △2,863

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,123 △831 △1,923

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 24,905 19,476 28,384

 

回次
第73期

第２四半期連結
会計期間

第74期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自2019年４月１日
至2019年６月30日

自2020年４月１日
至2020年６月30日

１株当たり四半期純

利益金額
（円） 55.39 17.94

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４．当社は、第72期より役員向け株式交付信託を導入しております。当該信託が保有する当社株式は自己株式

として計上しております。当該株式は、１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上、期中平均株式数

の計算において控除する自己株式に含めております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間（2020年１月１日～2020年６月30日）における世界経済は、新型コロナウイルス感

染症の世界的拡大による社会情勢の混乱、経済活動の停滞が生じ、急激に悪化しました。

特に、世界各地での緊急事態宣言の発動、外出禁止令や外出自粛要請、店舗閉鎖等により個人消費は深刻な影

響を受け、当社グループ関連市場であるデジタルカメラ市場においても、レンズ交換式カメラ、交換レンズ、コ

ンパクトデジタルカメラが前年同期比で台数、金額共に約半減と大幅に落ち込みました。

なお、平均為替レートにつきましては、前年同期比で米ドルは約２円の円高、ユーロは約５円の円高となりま

した。

このような状況の下、当社グループの当第２四半期連結累計期間における経営成績は、新型コロナウイルス感

染症の世界的拡大の影響等により各セグメントにおいて減収を余儀なくされ、売上高は208億96百万円（前年同期

比28.0％減）となりました。売上総利益率の改善や販管費を前年同期比12.5％削減する等、利益確保に注力いた

しましたが、大幅減収の影響により、営業利益は８億28百万円（前年同期比63.2％減）、経常利益は11億64百万

円（前年同期比54.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は８億43百万円（前年同期比56.3％減）となり

ました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

(写真関連事業)

自社ブランド交換レンズでは、35ｍｍフルサイズミラーレス一眼カメラ対応の大口径ズームレンズである2019

年７月発売の超広角ズームレンズ17-28ｍｍ Ｆ/2.8 ＲＸＤ (Ａ046)や2020年５月発売の望遠ズームレンズ70-180

ｍｍ　Ｆ/2.8　ＶＸＤ（Ａ056）、2019年末から2020年初めにかけて発売した35ｍｍフルサイズミラーレス一眼カ

メラ対応の「寄れる」単焦点シリーズ３機種等が売上高に寄与しました。しかしながら、世界各国での外出禁止

令や外出自粛要請、店舗閉鎖、各種イベント中止等による大幅な市場の落ち込みにより、自社ブランド、ＯＥＭ

共に減収となりました。

このような結果、写真関連事業の売上高は135億49百万円（前年同期比33.4％減）、営業利益は16億86百万円

（前年同期比44.5％減）となりました。

(レンズ関連事業)

コンパクトデジタルカメラやビデオカメラ用レンズはスマートフォンの台頭による市場縮小が継続しておりま

したが、新型コロナウイルス感染症の拡大影響も加わり市場が大幅に落ち込んだことに伴い減収となり、ドロー

ン用レンズも受注機種の販売が伸び悩みました。

このような結果、レンズ関連事業の売上高は６億81百万円（前年同期比43.2％減）、営業損失22百万円（前年

同期は営業利益13百万円）となりました。

(特機関連事業)

車載カメラ用レンズはセンシング用途での販売増により増収を確保いたしましたが、監視やＦＡ／マシンビ

ジョン用等の産業向けでは、新型コロナウイルス感染症の拡大影響により、主に中国でのプロジェクト案件やカ

メラメーカーの稼働が停滞したことに加え、米中貿易摩擦の影響等によるカメラモジュールの販売減もあり、減

収となりました。

このような結果、特機関連事業の売上高は66億65百万円（前年同期比10.7％減）となりましたが、原価低減等

により営業利益は５億71百万円（前年同期比13.3％増）と増益となりました。
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(2)財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は560億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ132億６百万円減少いた

しました。うち、流動資産が129億23百万円減少し、387億39百万円となりました。これは主に現金及び預金が89億

７百万円、受取手形及び売掛金が42億41百万円それぞれ減少したことによるものであります。固定資産は２億82百

万円減少し、173億51百万円となりました。これは主に投資有価証券が３億23百万円減少したことによるものであ

ります。

また負債は113億99百万円となり、前連結会計年度末に比べ33億58百万円減少いたしました。うち、流動負債が

35億25百万円減少し、87億74百万円となりました。これは主に買掛金が21億39百万円減少したことによるものであ

ります。固定負債は１億66百万円増加し、26億24百万円となりました。

純資産は98億47百万円減少し446億91百万円となりました。これは主に自己株式が88億51百万円増加したことに

よるものであります。

(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ89億７百万円減

少し、194億76百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純利益が11億64百万円、減価償却費が12億95百万円、売上債権の減少額が40億34百万円と

なったこと等により、営業活動によるキャッシュ・フローは32億６百万円の収入（前年同期は50億30百万円の収

入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出が93億83百万円となったこと等により、投資活動による

キャッシュ・フローは110億96百万円の支出（前年同期は12億23百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

配当金の支払額が11億13百万円あったこと等により、財務活動によるキャッシュ・フローは８億31百万円の支出

（前年同期は11億23百万円の支出）となりました。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、22億34百万円であります。な

お、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】
 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】
 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 25,950,000 25,950,000
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 25,950,000 25,950,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
 

年月日
発行済株式総
数増減数(株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2020年４月１日～

2020年６月30日
－ 25,950,000  － 6,923 － 7,432
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（５）【大株主の状況】
 

  2020年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

株式会社ニューウェル 埼玉県さいたま市見沼区蓮沼1385番地 4,898 18.89

ソニー株式会社 東京都港区港南１丁目７番１号 3,129 12.07

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,535 5.92

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,309 5.05

株式会社埼玉りそな銀行
埼玉県さいたま市浦和区常盤７丁目４番１

号
1,122 4.33

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口９）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 658 2.53

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１丁目６番６号

日本生命証券管理部内
580 2.23

THE BANK OF NEW YORK MELLON

140044（常任代理人　株式会社み

ずほ銀行決済営業部）

240 GREENWICH STREET, NEW YORK, NY

10286, U.S.A.（東京都港区港南２丁目15

番１号 品川インターシティA棟)

464 1.79

GOVERNMENT OF NORWAY（常任代理

人　シティバンク、エヌ・エイ東

京支店）

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO 0107

NO（東京都新宿区新宿６丁目27番30号）
413 1.59

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口５）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 330 1.27

計 － 14,443 55.72

　（注）１．株式会社ニューウェル（2020年６月30日現在、当社が100%株式を所有）が所有している上記株式につい

ては、会社法施行規則第67条第１項の規定により、議決権の行使が制限されております。

２．ソニー株式会社の持株数3,129千株はみずほ信託銀行株式会社へ委託した信託財産であります。

信託約款上、議決権の行使並びに処分権については、ソニー株式会社が指図権を留保しております。

３．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）が保有する株式には、当社が設定した役員向け

株式交付信託にかかる当社株式173千株が含まれております。なお、当該株式は四半期連結財務諸表に

おいて自己株式として表示しております。

４．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社、JTCホールディングス株式会社及び資産管理サービス信

託銀行株式会社は2020年７月27日付で合併し、商号を株式会社日本カストディ銀行に変更しておりま

す。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－ －

普通株式 29,500

（相互保有株式）
－ －

普通株式 4,898,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,015,900 210,159 －

単元未満株式 普通株式 6,600 － －

発行済株式総数  25,950,000 － －

総株主の議決権  － 210,159 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決

権40個）、及び役員向け株式交付信託に係る信託口が保有する当社株式173,700株（議決権1,737

個）が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式が91株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年６月30日現在

所有者の氏名又

は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社タムロン

埼玉県さいたま市

見沼区蓮沼1385番地
29,500 － 29,500 0.11

（相互保有株式）

株式会社ニュー

ウェル

埼玉県さいたま市

見沼区蓮沼1385番地
4,898,000 － 4,898,000 18.87

計 － 4,927,500 － 4,927,500 18.98

（注）自己名義所有株式数には、役員向け株式交付信託に係る信託口が保有する当社株式173,700株を含めてお
りません。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、監査法人和宏事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 28,384 19,476

受取手形及び売掛金 12,907 8,665

製品 5,658 5,034

仕掛品 2,496 3,119

原材料及び貯蔵品 1,233 1,503

その他 1,011 963

貸倒引当金 △28 △25

流動資産合計 51,662 38,739

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,159 13,368

減価償却累計額 △8,257 △8,384

建物及び構築物（純額） 4,902 4,984

機械装置及び運搬具 18,625 18,749

減価償却累計額 △14,590 △14,768

機械装置及び運搬具（純額） 4,035 3,981

工具、器具及び備品 21,541 21,442

減価償却累計額 △19,212 △19,112

工具、器具及び備品（純額） 2,328 2,330

土地 1,165 1,161

その他 1,073 1,120

有形固定資産合計 13,505 13,578

無形固定資産 698 690

投資その他の資産   

投資有価証券 2,864 2,540

繰延税金資産 321 353

その他 314 252

貸倒引当金 △68 △63

投資その他の資産合計 3,431 3,082

固定資産合計 17,634 17,351

資産合計 69,297 56,090
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,660 1,521

短期借入金 2,418 2,529

未払費用 2,857 2,606

未払法人税等 1,019 397

その他 2,343 1,719

流動負債合計 12,299 8,774

固定負債   

長期借入金 225 403

株式給付引当金 195 211

退職給付に係る負債 1,365 1,444

その他 672 564

固定負債合計 2,458 2,624

負債合計 14,758 11,399

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,923 6,923

資本剰余金 7,432 7,432

利益剰余金 38,336 38,065

自己株式 △483 △9,334

株主資本合計 52,208 43,086

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 920 694

繰延ヘッジ損益 △1 －

為替換算調整勘定 1,399 899

退職給付に係る調整累計額 11 11

その他の包括利益累計額合計 2,330 1,605

純資産合計 54,539 44,691

負債純資産合計 69,297 56,090
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 29,016 20,896

売上原価 18,595 12,923

売上総利益 10,421 7,972

販売費及び一般管理費 ※ 8,168 ※ 7,143

営業利益 2,252 828

営業外収益   

受取利息 43 24

受取配当金 29 24

為替差益 － 36

補助金収入 171 63

雇用調整助成金 － 120

その他 148 119

営業外収益合計 393 389

営業外費用   

支払利息 22 19

為替差損 30 －

固定資産除却損 7 12

その他 36 20

営業外費用合計 96 53

経常利益 2,549 1,164

税金等調整前四半期純利益 2,549 1,164

法人税等 618 321

四半期純利益 1,931 843

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,931 843

 

EDINET提出書類

株式会社タムロン(E02308)

四半期報告書

12/22



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純利益 1,931 843

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 58 △226

繰延ヘッジ損益 － 1

為替換算調整勘定 △589 △500

退職給付に係る調整額 19 △0

その他の包括利益合計 △511 △725

四半期包括利益 1,419 118

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,419 118
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,549 1,164

減価償却費 1,202 1,295

のれん償却額 － 220

株式給付引当金の増減額（△は減少） 43 16

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 72 79

受取利息及び受取配当金 △73 △49

支払利息 22 19

受取和解金 △47 －

有形固定資産除却損 7 12

売上債権の増減額（△は増加） 369 4,034

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,149 △486

仕入債務の増減額（△は減少） △399 △1,825

その他 577 △303

小計 5,474 4,177

利息及び配当金の受取額 73 50

利息の支払額 △22 △19

和解金の受取額 47 －

法人税等の支払額 △543 △1,002

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,030 3,206

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,079 △1,717

無形固定資産の取得による支出 △137 △67

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △9,383

その他 △6 71

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,223 △11,096

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △25 103

長期借入れによる収入 － 326

長期借入金の返済による支出 △189 △136

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △907 △1,113

その他 △0 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,123 △831

現金及び現金同等物に係る換算差額 △215 △185

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,467 △8,907

現金及び現金同等物の期首残高 22,438 28,384

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 24,905 ※ 19,476
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

 （連結の範囲の重要な変更）

　　第１四半期連結会計期間において、株式取得により子会社化した株式会社ニューウェルを連結の範囲に含めて

おります。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

一部の海外連結子会社の税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。

（追加情報）

（役員向け株式交付信託）

当社は中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を更に高めることを目的として、当社の取締役

（社外取締役を除く）を対象にした業績連動型株式報酬制度「役員向け株式交付信託」を導入しております。

①取引の概要

本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託が当社株式を取得し、取締役に対して、取締役会が

定める株式交付規定に従って役位及び業績等に応じて付与するポイントに基づき、信託を通じて当社株式を交付

するものであります。なお、取締役が当社株式の交付を受ける時期は、原則として取締役の退任時であります。

②信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末429百万円、186,200株、

当第２四半期連結会計期間末400百万円、173,700株であります。

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。
 

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2019年１月１日
　　至 2019年６月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年１月１日

　　至 2020年６月30日）

給料及び賞与 2,143百万円 1,933百万円

退職給付費用 72 68

技術研究費 2,428 2,234

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表の現金及び預金勘定の残高は一致しております。
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年６月30日）

１．配当に関する事項

(1)配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月27日

定時株主総会
普通株式 907 35 2018年12月31日 2019年３月28日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金６百万円が含まれています。

(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年８月５日

取締役会
普通株式 648 25 2019年６月30日 2019年９月３日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金４百万円が含まれています。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年６月30日）

１．配当に関する事項

(1)配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年３月26日

定時株主総会
普通株式 1,114 43 2019年12月31日 2020年３月27日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金８百万円が含まれています。

(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年８月４日

取締役会
普通株式 525 25 2020年６月30日 2020年９月１日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金４百万円が含まれています。

２．株主資本の著しい変動

当社は、2020年３月26日の定時株主総会において、株式会社ニューウェルの全株式を取得することを決議

し、2020年３月31日に完全子会社化いたしました。それに伴い、株式会社ニューウェルが保有する当社株式

を自己株式として計上しております。当該自己株式の計上により当第２四半期連結累計期間において増加し

た自己株式は、8,880百万円（4,898,000株）であります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年６月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

合計
 写真関連事業

レンズ関連
事業

特機関連事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 20,353 1,199 7,463 29,016 － 29,016

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 20,353 1,199 7,463 29,016 － 29,016

セグメント利益 3,037 13 503 3,554 △1,302 2,252

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益の調整額△1,302百万円は、当社の総務、経理等の本社部門に係わる配賦不能営業費

用等であります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年６月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

合計
 写真関連事業

レンズ関連
事業

特機関連事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 13,549 681 6,665 20,896 － 20,896

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 13,549 681 6,665 20,896 － 20,896

セグメント利益又は損失（△） 1,686 △22 571 2,235 △1,406 828

（注）１．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,406百万円には、のれん償却額△220百万円及び各報告

セグメントに配分していない全社費用△1,186百万円が含まれています。全社費用は、当社の総務、

経理等の本社部門に係わる配賦不能営業費用等であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
至　2019年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 75円04銭 36円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,931 843

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
1,931 843

普通株式の期中平均株式数（株） 25,734,335 23,261,930

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「役員向け株式交付信託」が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数

の計算において控除する自己株式に含めております。なお、１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除し

た当該自己株式の期中平均株式数は前第２四半期連結累計期間186,200株、当第２四半期連結累計期間182,510

株であります。

 

（重要な後発事象）

（連結子会社の清算結了）

2020年４月17日の当社取締役会において、解散及び清算することを決議した当社の連結子会社である株式会社

ニューウェルについて、全ての手続きが完了し、2020年７月16日付で清算が結了いたしました。

１．解散及び清算の理由

株式会社ニューウェルが、当社創業家の資産管理会社であり、その資産の多くの部分が当社株式であるこ

とや、当社株式の保有を主たる事業としており、実質的に事業を行っていないことから、解散及び清算する

ことを決議いたしました。

２．当該子会社の名称、事業内容及び持分比率等

　　　名称　株式会社ニューウェル

　　　所在地　埼玉県さいたま市見沼区蓮沼1385番地

　　　代表者の役職・氏名　代表清算人　北爪泰樹

　　　資本金　95百万円

　　　事業内容　有価証券の売買

　　　持分比率　当社100%

３．清算結了日

2020年７月16日

４．当該解散による損益への影響

当該解散及び清算に伴う当社連結業績に与える影響は軽微であります。

５．当該解散による営業活動等への影響

当該解散及び清算に伴う当社グループの営業活動等への影響はありません。

 

（主要株主及び主要株主である筆頭株主の異動）

2020年７月15日付で、当社の主要株主及び主要株主である筆頭株主の異動がありました。

１．異動が生じた理由

主要株主である筆頭株主の株式会社ニューウェルの清算結了により、当社の主要株主及び主要株主である

筆頭株主に異動が生じたものであります。

２．異動が生じた主要株主の名称

（１）主要株主及び主要株主である筆頭株主に該当しないこととなった者

　　　株式会社ニューウェル

（２）主要株主である筆頭株主になった者

　　　ソニー株式会社

３．異動前後における当該株主の所有する議決権の数（所有株式数）及び総株主の議決権の数に対する割合

（１）株式会社ニューウェル
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議決権の数

（所有株式数）

総株主の議決権の数

に対する割合※
大株主順位

異動前

（2020年６月30日現在）

48,980個

（4,898,000株）
18.90％ 第１位

異動後
－個

（－株）
－％ －

（２）ソニー株式会社

 
議決権の数

（所有株式数）

総株主の議決権の数

に対する割合※
大株主順位

異動前

（2020年６月30日現在）

31,298個

（3,129,850株）
12.07％ 第２位

異動後
31,298個

（3,129,850株）
14.89％ 第１位

※議決権を有しない株式として発行済株式総数から控除した株式数　異動前　  29,591株

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　異動後　4,927,591株

　　2020年６月30日現在の発行済株式総数　　　　　　　　　　　　　　　 25,950,000株

EDINET提出書類

株式会社タムロン(E02308)

四半期報告書

19/22



２【その他】

2020年８月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………525百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………25円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2020年９月１日

（注）2020年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年８月７日

株式会社タムロン

取締役会　御中

 

監査法人和宏事務所

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 大嶋　豊　　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 鹿倉　良洋　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タムロ

ンの2020年１月１日から2020年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020年６月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タムロン及び連結子会社の2020年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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